
第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1 農業・水産業の生産額の増加 ①④ 2,417 2,270 2,429 百万円 フロー

2 農作物の有害鳥獣による被害額の減少 ①③ 48 49 33 百万円 フロー

3
認定農業者及び認定新規農業者数の
増加

①② 137 157 147 人・団体 ストック

4 人・農地プラン策定地区の増加 ②③
15

（Ｈ27）
63 31 地区数 ストック ○

5 耕作放棄地面積の減少 ①③ 6.5 5.5 5.5 ha ストック

6 農畜産物の市場出荷販売額の増加 ①④ 2,466 2,426 2,496 百万円 フロー

7 市内農産物直売所・青空市場の販売額の増加 ①④ 356 276 386 百万円 フロー

8 農林畜水産物のブランド化件数の増加 ④ 0 22 20 件 ストック

9 6次産業化事業数の増加 ①④ 2 15 17 件 ストック ○

1 間伐実施面積の増加 ②③④ 1,103 788 1,200 ha フロー

2 小規模森林整備件数の増加 ② 8 12 20 件 フロー

3 木材生産量の増加 ①③④ 70,000 114,676 150,000 ㎥ フロー ○

4 路網密度の増加 ①② 23.9 25.9 25.7 ｍ／ha ストック

5 森林技術者数の増加 ④ 190 148 200 人 ストック

6 市産材住宅建築棟数の増加 ③ 224 566 520 棟 ストック

7 木質燃料ストーブ設置件数の増加 ③ 157 333 450 件 ストック

1 商談会への出展件数の増加 ① 4 43 25 件 ストック

2 新商品開発件数の増加 ①② 1 9 32 件 ストック ○

3
ビジネスマッチングにおける契約件数の
増加

①②③ 29 107 150 件 ストック

4
廃業予定者と事業承継希望者とのマッ
チング件数の増加

①②③ 3 16 10 件 ストック

5
空店舗等を活用した事業への支援件数
の増加

①② 0 45 15 件 ストック

1 入込観光客数の増加 ①②③
635

（Ｈ27）
386 666 万人 フロー

2 市内宿泊客数の増加 ①②③
49

（Ｈ27）
31 60 万人 フロー ○

3 外国人宿泊客数の増加 ②③
11

（Ｈ27）
6 40 千人 フロー

4 郡上市観光連盟ＨＰアクセス数の増加 ①② 645 535 1,251 千件 フロー

5 観光キャンペーン実施回数の増加 ② 36 0 39 回 フロー

6
外国人観光客取扱実績（市観連）の増
加

②③ 31 0 52 千人 フロー

1 創業者数の増加 ①
8

（Ｈ27）
73 120 人 ストック ○

2
「岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進エク
セレント企業」数の増加

②
4

（Ｈ27）
7 9 社・団体 ストック

3
市内外の学校（高校・大学）に郡上市内
企業への就職を働きかけた回数の増加

③ 11 6 24 回 フロー

4 新規就職者数の増加 ③ 97 134 120 人 フロー ○

5
雇用拡大奨励金申請対象者人数の増
加

③ 15 98 20 人 フロー ○

（２）豊富な森林の保全
と活用を図ります

市域のおよそ９割を占め
る森林を守りながら、そ
こに携わる人々がこれら
を資源として活用し生活
できる仕組みの確立を
目指します

①木材生産体制の整備
②森林の適正保全・管理
の推進
③森林資源の活用促進
④森林技術者の確保・育
成

一部適正な評価が
行われていない

商工課

　キャンペーン活動、タイを中心とした外国人観光客の誘致事業、
郡上八幡高速バス停から市街地へのデマンドバス運行、宿泊施設
の修繕費補助などの諸施策は、目指す姿に向かっておおかた順調
に行われている様子が伺われる。しかしながら、観光客のニーズ、宿
泊者数の減少などについての追跡調査や情報のデータ分析を行
い、原因等を把握した結果を踏まえての事業展開とは言い切れない
部分があるので、今後の課題として取り組み、観光客によりいっそう
満足して帰っていただける観光のまちを目指していただきたい。この
ように総合的な観点から評価すると、責任課の評価はやや低くも感
じるが、責任課が更なる頑張りを必要だと評価している点において、
委員会としてはその「一層の努力」に期待し、概ね適正な評価が行
われているとした。
　郡上にとって、観光は基幹産業でもある。これからは、これまでより
も広く「観光」を捉えて様々な分野で積極的に郡上市への来訪を働
きかけ、市民・事業者・行政が連携して心からのおもてなしを展開し
てくことが望まれる。SNS等のメディアを利用した新しい情報発信も取
り入れながら、二度三度と郡上市へ訪れてもらえる「観光のまち」を
目指し取り組んでいただきたい。

観光課

　　売上減少、後継者不足を起因とした廃業に伴う地域産業・賑わ
い空間の衰退が深刻な問題となる中、責任課が示すように、産業振
興団体の連携を強化する中間支援組織「郡上市産業支援セン
ター」を中心とした経営支援をはじめ、起業支援や事業承継支援、
空き家活用など関係機関との横断的な連携促進・支援等の取組み
は、一定の進捗を見せている。一方で、指標にある新商品開発件数
は、目標値と大きく乖離しているにも関わらず、具体的な取組みが調
書からは読み取れないなど、目指す姿に掲げる「郡上の特産品や地
場産業等の地域資源活用」を促す施策への課題も見受けられる。
　外部評価委員会としては、このような実態と責任課の評価、またコ
ロナ禍において経済活動が縮小し、新たな企業支援等も求められる
なかで、既存の施策を着実に推進している市の取組みを総合的に
確認し、市が行った評価は概ね適正であると評価した。
　この分野は、産業全般を対象としているものの、市の取組みを見る
と商業などの特定分野に偏った印象を受ける。また、施策が広範囲
にわたり関連機関や団体との連携も多く、市の役割は「支援策」が中
心となっている実態がある。社会経済情勢は、今後も目まぐるしく変
化すると予測されることから、現状分析に基づく目的と手段の明確化
に努め、庁内外を含めて、より効果が上がるような役割分担と連携
のもとで施策を推進されたい。

Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

成果指標名
（目指す成果）

（１）豊かな自然を活か
した農業・畜産業・水産
業を育てます

地域の特性を活かした
農畜水産物の生産・販
売により農家所得が増
加し、農地の多面的機
能が維持される魅力の
ある農山村を目指しま
す

①生産体制の強化
②担い手の育成
③農地の保全・有効活用
④販売戦略の強化

　農業従事者等の高齢化や担い手不足が深刻な問題となる中、責
任課は、新規農業者の確保や育成支援、農地の有効な活用、保全
に向けた取組み等が順調に進捗していることを一定の成果と捉え、
目指す姿に向けて概ね順調と評価している。一方で、農畜産物の市
場販売額は年々減少しているため、販売戦略の部分では、生産者と
需要者との新たなネットワークづくりの構築など、より効果的な対策を
講じていく必要があると今後の課題も認識している。こうした責任課
の評価は、指標の数値や説明からも妥当であり、外部評価委員会と
しては概ね適正であると評価した。
　この分野は、少子高齢化はもとより、人口の減少や流出等の問題
に大きく影響を受けることから、数十年後の郡上の農畜水産業は大
変厳しい姿が想像される。基本方針の対象範囲が広く、多くの施策
事業を展開しているため、個々の施策実施そのものが目的にならな
いよう、郡上の第一次産業の「地力」をつけ、ＩＣＴ等の先端技術を活
用したスマート農業の導入などを積極的に支援し、ブランド化や６次
産業化など魅力ある取組みとなるような施策を期待する。また、今
般のコロナ禍は、農畜水産物市場にも大きな影響を及ぼしているた
め、市場出荷に限らず、新たな販路拡大についても早期に検討いた
だきたい。今後も目指す姿の実現に向け、関係する部署が相互に連
携、協力しながら施策を展開していただきたい。

R2

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

農務水産課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

R1

　責任課は、計画的な林道整備の進捗や、木材生産量の増加、住
宅やストーブへの市産材の活用促進を成果としつつ、一方で担い手
である森林技術者の確保や、市産材の新たな需要を課題と認識し、
目指す姿に向け「概ね順調な部分」と「努力を要する部分」を捕捉し
ている。確かに、基本方針である「森林の保全と活用」に対する責任
課の評価は、「林業」の視点に限ると、指標の推移などにおいて妥当
である。しかしながら、目指す姿に掲げる「資源として活用し生活でき
る仕組み」を考えたときに、取組みや指標設定が「産業である林業」
に特化され、現状維持感が否めず、国等が期待するレクリエーション
や野外教育などの「森林空間の活用」や、水源涵養や災害防止と
いった広い視点での林業に踏み込めていない。こうした理由から、外
部評価委員会では一部適正な評価が行われていないと判断した。
　観光立市を旗印に掲げる郡上市として、視野を広げ、森林空間を
観光や移住、地域づくりの空間と捉え、これからの林業に求められる
姿に向けて、関係する部署と連携しながら施策を展開していただき
たい。

林務課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

R3

H30
概ね適正な評価が
行われている

目指す姿に向けてあま
り順調といえず、一層
の努力を要する

Ｃ

郡上に残って働きたい、
郡上に戻って働きたい、
郡上に来て働きたいとい
う人が増えるような雇用
の場や機会が確保さ
れ、就職後にもワークラ
イフバランスのとれた職
場環境のもと生き生きと
働けています

①雇用の創出
②雇用環境の整備
③人材の確保

商工課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

一部適正な評価が
行われていない

（３）ひと・もの・情報の集
まる商工業を育てます

郡上の特産品や地場産
業など、地域資源を活
用した産業によって人が
集まる賑わい空間を創
出し、地域の産業を活
性化する商工業者が
育っています

①地域産業の活性化
②賑わい空間の活性化
③事業承継支援

第１分野

地域資源を活かし
て産業を育てるま
ち

『産業・雇用』

　責任課は目指す姿に向けて概ね順調であると評価しているが、特
に人材確保に対する認識において市と市民との意識に差があるこ
と、また、雇用環境や職場環境の整備の面において、施策や事業の
主体が市であるのか、或いは外郭団体や民間事業者であるのかが
必ずしも明確となっていないことから、外部評価委員会では一部適
正な評価が行われていないと評価した。
　今一度、市が掲げる基本方針や目指す姿に対して、市として果た
す役割（主体と補完）を明確にし、その上で目指す姿の実現に向け
て取り組んでいただきたい。

Ｈ29

（４）地域産業の核とな
る観光・交流産業の活
性化を図ります

四季を通じて、誰もがさ
まざまなメニューを楽し
み、満足して帰っていた
だける観光のまちを目指
します。また、市民・事
業者・行政が参加・連携
して、心からのおもてな
しを提供する観光のまち
を目指します

①観光資源の魅力向上
②誘客促進・情報発信
③受入体制の強化

（５）雇用の場・機会の
創出と魅力ある就労環
境を目指します

－　1　－ 



第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1
河川水質調査箇所のうち基準を満たす
箇所の割合の維持

① 100 100 100 ％ ー

2 不法投棄（量）の減少 ① 3,990 1,220 2,800 kg フロー

3
国土利用計画法に伴う土地売買届出違
反件数（無届）の減少

② 8 5 3 件 フロー

4 景観形成住民協定締結件数の増加 ③ 37 37 40 件 ストック

5 郡上市景観百景認定件数の増加 ③ 5 8 13 件 ストック

6
空き家の利活用件数（観光課集計）の
増加

③ 0 33 30 件 ストック

7
空き家等活用改修費補助金活用件数
（政策推進課集計）の増加

③ 2 33 14 件 ストック

ア
この１年間に何らかの環境美化活動に参
加したことがある市民の割合

-
61.9
（H27)

62.5 65.0 ％ ー

1 市で処理するごみのリサイクル率の増加 ① 14.8 13.0 16.0 ％ ー

2 小水力発電所の設置件数の増加 ② 1 5 4 箇所 ストック

3
木質燃料ストーブ設置件数の増加【再
掲】

② 157 333 450 件 ストック

ア
日ごろからごみの減量や分別に気をつ
かっている市民の割合

-
91.3
(H27)

88.8 95.0 ％ ー

1 防災士資格取得者数の増加 ① 50 136 220 人 ストック ○

2 消防団員数の増加 ① 1,894 1,839 1,920 人 ストック

3 耐震性貯水槽整備数の増加 ① 77 101 101 基 ストック

4 避難訓練を行う自主防災組織数の増加 ① 186 178 213 団体 フロー

5
（実際に活動に従事する）救急救命士数
の増加

①② 21 25 26 人 ストック

6 高齢者交通事故による死傷者数の減少 ② 33 12 20 人 フロー

7 危険空家の減少 ②
242

（Ｈ28：128）
131 110 棟 ストック

8 災害危険箇所の減少 ③ 125 104 90 箇所 ストック

9
木造住宅耐震補強工事補助件数の増
加

④ 14 26 32 件 ストック

ア 災害時の避難先を知っている住民の数 -
83.2

（Ｈ27）
90.4 100 ％ ー

1 主要道路改良の実施箇所数の増加 ① 76 126 218 箇所 ストック

2
橋梁（15ｍ以上）長寿命化修繕の実施
箇所数の増加

② 9 38 55 箇所 ストック

3
除雪体制の維持のため除雪車両の計画
的増強

③ 56 60 61 台 ストック

4 水道施設の有収率向上 ④ 82.35 82.14 84.05 ％ ー

5 市内公共交通（バス）利用者数の増加 ⑤ 230,000 174,795 240,000 人 フロー ○

6 テレワーカー数の増加 ⑥ 0 16 30 人 ストック ○

ア
市外へ移動するための公共交通機関が
確保されていると思う市民の割合

- 30.3 25.2 50 ％ ー

一部適正な評価が
行われていない

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

（１）自然環境を守り、快
適な住環境の実現を図
ります

貴重な資産である自然
環境を保全し後世に残
すとともに、住んで良
かった、住みたいと思え
る魅力のある住環境づく
りを目指します

①自然環境の保全
②適正な土地利用
③良好な住環境整備

環境課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

（当該分野は、市民の安心・安全を守るため施策が多岐にわたって
いるが、今回は市民の生命財産に大きく関わる「防災」の視点を中
心とした評価となった。）
　消防団員数は横ばいながら、地域の防災リーダーとなる防災士
や、救急救命士の数も計画的に増加しており、災害危険箇所の減
少や耐震に向けた対策などハード面の整備も順調に進捗が図られて
いる。一方、次のステップとして防災士の認知度を向上し、地域にお
ける防災リーダーとして明確に位置づけることにより、自主防災組織
を強化していくことが必要であると認識されている。これらのことから、
成果として公助や共助の体制が強化され、課題としては共助と自助
の体制が有事に機能する仕組みづくりが必要なことであると捉え、こ
れらを今後の展開につなげようとする責任課の評価と姿勢は妥当で
あり、概ね適正であると評価した。
　今後、評価時に指摘した、消防団員の増加対策や、仕事により活
動できる消防団員が少なくなる平日の日中における災害時を想定し
た対策などについて、具体的で効果的な取組みを望む。

概ね適正な評価が
行われている

　この分野は、本市の貴重な資産である自然環境の保全への取組
みを柱とし、そのうえで土地や空き家等の適正な利活用、景観条例
や諸計画等に基づく住環境施策を講じ、魅力ある住環境を整えるこ
とを目指す姿としている。
責任課は、その取組みとして、市内２２箇所での河川水質調査の実
施や不法投棄防止のための監視パトロール、不法投棄物の回収な
ど積極的な活動により自然環境の保全に努めており、その結果が良
好な水質維持と不法投棄の減量につながっている。また、空き家の
利活用、改修費補助の活用なども年々増加し、良好な住環境整備
に向けた取組みも成果として現れている。一方で、景観まちづくりに
関する取組みでは、景観形成住民協定締結件数が当初より変化し
ていないことを踏まえ、市民意識を高めるための制度周知を課題とし
ている。こうした責任課の評価は、指標の数値や説明からも妥当であ
り、外部評価委員会としては概ね適正であると評価した。
　郡上市の魅力ある景観を含めた貴重な自然環境を後世に残すた
めには、取組みから課題を掘り起こし、積極的な啓発活動により、市
民一人ひとりの意識を高めることが重要である。その際、景観を「守
る」取組みのみにとらわれるのではなく、「つくる」という観点も取り入
れたバランスの良い取組みが大切であり、将来におけるビジョンを市
民と一緒に描き、協働して施策を進められたい。

Ｒ2

（２）循環型社会の実現
を図ります

資源を有効利用し、環
境への負荷を減らすた
め、廃棄物の減量・適
正処理、４Rの推進、再
生可能エネルギーの導
入により循環型社会の
形成を目指します

①循環型社会の形成推進
②再生可能エネルギーの
活用推進

環境課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

Ｒ１

　責任課は目指す姿に向けて概ね順調であると評価しているが、実
際にごみが増えており、成果指標の「市で処理するごみのリサイクル
率の増加」が年々下降している。市が推進している４R（リフューズ（断
る・失くす）、リデュース（減らす）、リユース(繰り返し使う)、リサイクル
（資源として再利用する））の取組み、生ごみの堆肥化による減量を
目的とするダンボールコンポストと生ごみ処理機の販売や購入への
助成などについての市民の認知度は低く、周知活動を工夫する余地
はまだまだあることから、循環型社会の形成に向けた課題は多くある
と思われ、外部評価委員会では一部適正な評価が行われていない
と判断した。
　市が循環型社会の形成に向けて展望を持ち、市民が課題を理解
して主体的な行動につながるような事業の展開に努めていただきた
い。

Ｈ30

（３）暮らしの中の安全・
安心を守ります

人口減少が進む中、自
主防災組織の組織力や
機動力を高め、初動体
制の整備を行うととも
に、地域の防災リーダー
や消防団員の確保を図
り、地域防災力の向上
を目指します。また、常
備消防の機能を充実さ
せ、防災体制の総合的
な強化を図ります。
交通安全対策、生活安
全対策、各種の災害対
策を推進し、安全・安心
な市民生活を実現しま
す。

①防災体制の整備
②市民の安全対策の推進
③災害危険箇所の解消
④建築物耐震化の推進

総務課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

第２分野

美しい水と緑を守
り、暮らしの基盤
が整う共生のまち

『環境・防災・社会
基盤』

Ｈ29

（４）効果的な整備と適
切な維持管理により社
会基盤の充実を図りま
す

道路、橋梁、上下水道
などの社会基盤の充実
を図ることにより、安全で
快適な生活環境のある
まちにします

①道路ネットワーク整備
②長寿命化・適正な維持
管理
③除雪体制の維持
④上下水道施設の整備
⑤公共交通の維持・利便
性向上
⑥ＩＣＴの活用推進

建設総務課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　本基本方針は、道路・橋梁、上下水道、公共交通や情報基盤な
ど、市が保有するインフラに関してソフトとハードの両面から施策を講
じ、市民の安全で快適な生活環境や生活基盤を整えることを目指す
姿としている。このため、関連する事務事業には、建設的な事業によ
る環境整備も多く含まれ、設定した指標も道路改良の実施件数等
の産出指標（アウトプット）が半数を占めている状況である。これらは、
財政的な制約を受けやすい取組みでもあり、聞き取りの結果、目標
値を達成することが厳しい指標があることも確認された。一方、施策
や事務事業によっては、個別の計画等に基づき着実に実施されて
いるものもあり、また、明確な計画がない取組みにおいても安全面や
利便性を考慮するとともに、調査結果等の根拠に基づき優先順位
付けを行うなど、一定の合理性をもって実施されている。このため、
総体的には、責任課の評価及び各所管課の課題認識や検討の方
向性は理解できるものであり、外部評価委員としては概ね適正な評
価が行われていると評価した。
　今後は、市民の安心・安全を守る観点から、防災や災害対策面を
一層意識し、国や県への働きかけや相互の協力のもと、財源の確保
も含めた施策を推進されたい。

－　2　－ 



第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1 マリアージュ郡上での結婚成立数の維持 ① 6 2 6 組 フロー

2
不妊治療費助成事業の利用者数の維
持

②
28

（Ｈ27）
27 28 人 フロー

3 妊婦の喫煙率の減少 ②
0.3

（Ｈ27）
0.5 0.0 ％ ー

4
子育てに関する不安や負担を感じる人
の割合の減少

③ 46.1 - 41.0 ％ ー

5 子育て交流の場を利用する人の増加 ③ 15,711 8,902 15,900 人 フロー

6 放課後児童クラブの利用割合の増加 ③④ 23.8 22.6 30.0 ％ ー

7
岐阜県子育て支援エクセレント企業数の
増加【再掲】

④
4

（Ｈ27）
7 9 社・団体 ストック

1 特定健診の受診率の向上 ①② 55.4 57.5 65.0 ％ ー ○

2
健康維持のために健康づくり活動に取組
む人の割合の増加

②
54.3
(H27)

54.8 60.0 ％ ー

3 相談窓口を知っている人の割合の増加 ③ 68.8 90.0 80.0 ％ ー

4
休日夜間救急診療のうち不急患の割合
の減少

④ 12.6 8.3 10.0 ％ ー

5 医療従事者の安定確保 ④ 167.8 - 200.0 人／人口10万人 ストック

1 趣味や生きがいのある人の割合の増加 ① 76.8 - 90.0 ％ ー

2 シルバー人材センターの会員数の増加 ① 456 480 510 人 ストック ○

3
65歳以上高齢者数に占める要支援・要
介護認定者数の割合の抑制

② 17.1 18.6 19.0 ％ ー

4
認知症サポーター養成講座修了者数の
増加

② 2,568 4,633 4,300 人 ストック ○

5 高齢者生活支援サポーターの数の増加 ③ 0 255 180 人 ストック ○

ア
老後の生活について不安や心配を感じ
る市民の割合

- 76.5 - 50.0 ％ －

1 サロン活動実施自治会数の増加 ①② 88 94 107 自治会 ストック

2
社会福祉協議会への地域福祉ボラン
ティア登録者の増加

①② 2,215 1,957 2,400 人 ストック

3
福祉活動に関わったことがある市民の割
合の増加

①②
53.7

（Ｈ27）
52.9 65.0 ％ ー

4
障がい者が住みやすい環境が整ってい
るという市民の割合の増加

①②
11.9

（Ｈ27）
12.7 13.0 ％ ー

5
福祉就労から一般就労への移行者の増
加

②
3

（H25）
11 21 人 ストック

6
福祉施設入所者の地域生活への移行
者の増加

①②
0

（H25）
2 3 人 ストック

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

第３分野

支えあい助け合う
安心のまち

『健康・福祉』

（１）結婚から出産、子
育てへの切れ目のない
支援を充実します

結婚を希望する人が結
婚でき、子どもを持ちた
い人が安心して子どもを
産み育てることができる
ような、官民の支援体
制が整っています

①結婚支援の推進
②妊娠・出産期にかかる母
子への支援
③子育て支援の充実
④子育てと仕事の両立へ
の支援

児童家庭課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　責任課が評価しているとおり、結婚や出産、子育てに関する支援
や環境整備など市が実施する施策としては順調に推進されている。
また、基本方針や目指す姿に示す、切れ目のない支援や官民の支
援体制という点において、民間の力を引き出していくことが課題として
捉えられており、今後の展開にも一部検討事項として盛り込まれてい
る。よって、外部評価委員会では今回市が行った点検・評価は妥当
であり、概ね適正な評価が行われていると評価した。
　なお、基本方針に従い様々な施策を進める前提として、少子化が
進む中、出産や子育てにつながる世代の移住・定住施策との連携に
も取り組まれたい。

H29

（２）心身ともに健やかな
暮らしの実現を目指しま
す

市民一人ひとりがこころ
と体の健康意識を高
め、生活習慣病を予防
し健康寿命の延伸を図
るために、自分の健康は
自分で守る力をつけ、地
域や関係機関、団体と
連携し、ライフステージ
に応じた健康づくりを社
会全体で行っています

①早期予防・早期発見の
促進
②地域ぐるみの健康づくり
の推進
③こころの健康づくりの推
進
④地域医療の確保・充実

健康課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　責任課は、各種取組みの成果により特定健診受診率が年々向上
し、生活習慣病予防や健康づくりへの市民意識が高まっていること、
休日夜間の普及館割合の減少により、救急医療に対する理解が深
まっていることなどから、目指す姿に向けて概ね順調と評価してい
る。健康は誰にとっても関心事であり、市は健診や医療の実務はもと
より、関係機関・団体との連携によって、心身の健康の必要性の周
知に取り組むなど、地道ではあるが市民の負託に応えているものと評
価できる。これらの施策によって、早期発見のための健診や地域医
療への市民理解が定着しつつあることが、指標の推移や市からの説
明等でわかる。一方、自殺対策については、全国に先駆けて取組み
を進めているものの、依然として全国平均に比して高い自殺率となっ
ており、引き続き多角的な取組みが必要との認識である。こうしたこ
とから、市の評価は妥当であり、外部評価委員会としては概ね適正
であると評価した。
　社会情勢の変化とともに、市民の生活様式は今後さらに多様化す
ると予想され、心身の健康を保つためには、想定外の対応が必要と
されることも考えられる。このため、施策を推進する過程では、市が
把握する情報だけではなく、国や県、民間事業者が持つ情報も積極
的に収集・活用し、連携に努められたい。

Ｒ１

（３）生きがいをもち、安
心できる暮らしの実現を
目指します

社会の中で居場所と役
割を持ち、生きがいを
持って暮らし続けられる
高齢者や、必要な生活
支援を受けながら安心
して暮らし続けられる高
齢者が増加し、誰もが
充実した高齢期を地域
で過ごすことができてい
ます

①生きがいづくりと社会参
加の推進
②地域ぐるみの介護予防
の推進
③生活支援・介護サービス
の充実

高齢福祉課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

一部適正な評価が
行われていない

　責任課は目指す姿に向けて概ね順調であると評価しているが、目
指す姿の「誰もが充実した高齢期を地域で過ごす」ための取組みとし
ては、もう少し視野を広げ、積極的な考え方を持って事業を展開す
ることが必要と思われる。高齢者の生きがいづくりについては、シル
バー人材センターに登録して働くことのみがクローズアップされ、高齢
者にとって社会の中で限られた居場所と役割になっている印象であ
る。高齢福祉課が窓口となって、市各部や民間企業、NPO法人等の
様々な機関と連携して高齢者の生きがいともなる雇用について進め
ようとする積極的な姿勢を感じることができなかった。そのような点を
含め、総合的に一部適正な評価が行われていないと評価した。
　現在実施されている認知症サポーターや生活支援サポーター等
を含めた事業自体は進んでいると思われるが、目指す姿を達成する
ためには高齢者を取り巻く社会全体を考えて取り組む必要があること
から、関係機関と連携しながら幅広い活動を展開して、施策や事業
を見直し目指す姿の実現に向けて取り組んでいただきたい。

H30

（４）住み慣れた地域で
安心して暮らせるまちを
目指します

ボランティア団体、
NPO、社会福祉協議
会、行政等の協働により
福祉サービスが充実し、
住民同士の支え合い、
助け合いの仕組みが
整った支援体制が構築
されています

①地域ぐるみで支え合う福
祉の充実
②障がい者（児）福祉の充
実

社会福祉課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　人口減少、少子化・超高齢化社会の中で、福祉という幅広い施策
を展開しながら、誰もが安心して暮らすことができる地域をつくるため
には、様々な課題が想定される。これらの課題は、行政のみで解決
できることではなく、社会福祉協議会をはじめとする、福祉に関わる
組織や団体の協力、ボランティアの支えなど、全市的な取組みが必
要であることから、それぞれが連携・協働して取り組んでいる。
　責任課は、こうした連携と協働の中で、サロン活動を行う自治会数
が増えてきていること、障がい者の方の福祉就労から一般就労、福
祉施設から地域生活への移行者が増加している状況から、一人暮
らしの高齢者や障がいを抱える人など、支援が必要な市民を地域で
支えながら、ともに暮らせる環境が整いつつあることを客観的に捉
え、目指す姿に向けて概ね順調と評価している。また、担い手の絶
対数の不足や、地域間・地区間における支え合い意識の温度差、
支援を必要とする背景やニーズの多様化への対応を課題と捉え、
今後更なる取組みが必要との認識である。このような市の評価は妥
当であり、外部評価委員会としては概ね適正であると評価した。
　今般のコロナ禍によって、これまで取り組んできたサロン活動など、
地域の絆を維持する取組みが制限される恐れがあること、また、多
発する自然災害により、支援を要する人への避難対応がより重要と
なることなどが想定される。今後も目指す姿の実現に向けた市民福
祉の向上のため、変化する時代に応じたビジョンを描いて施策を進
められたい。

Ｒ2

－　3　－ 



第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1
郡上特別支援学校との合同研修会等の
現状維持

① 4 5 4 回 フロー

2
「郡上市の教育」実践の重点の達成度
調査である「教科指導」達成度の向上

① 3.2 3.2 3.3
点

（4点満点
中）

フロー

3 ふるさと宿泊体験学習実施校の増加 ① 4 5 8 校 フロー

4 命の教育カリキュラム達成度の向上 ②③ － 3.1 3.0
点

（4点満点
中）

フロー

5
老朽化に伴う公立小・中学校（4校7棟）
の改修の促進

② － 0 6 棟 ストック

6
「地域のおじさん・おばさん運動」登録者
数の増加

③ 2,072 2,110 2,130 人 ストック

1 市文芸祭に参加する学校の割合の増加 ① 60.0 62.0 70.0 ％ ー

2 文化イベントや発表機会の増加 ① 4 2 6 回 フロー

3 歴史文化のデジタルアーカイブ化の促進 ②③ 20.0 47.0 50.0 ％ ストック

4 文化財愛護標柱の設置の促進 ③ 60.0 71.8 75.0 ％ ストック

5
伝統的建造物群保存地区内の修理・修
景実施件数の増加

③ 14 48 46 件 ストック

6 史資料を調査・保存できる人材の増加 ②③ 2 5 8 人 ストック

ア
日頃から進んで文化・芸術活動（伝統芸
能含む）に参加している市民の割合

- 17 12 - ％ -

1 スポーツイベント参加者数の増加 ①② 4,503 1,798 5,100 人 フロー

2 県民スポーツ大会での総合得点の維持 ②③ 53.0 - 53.0 点 フロー

3 スポーツ交流人口の増加 ①② 4,173 4,219 4,590 人 フロー

4 少年スポーツ団体への加入率の向上 ①③ 65.1 58.7 68.5 ％ ー ○

5 体育施設の利用者数の増加 ①② 435,092 277,008 440,000 人 フロー

6 郡上市体育協会構成員数の維持 ②③ 3,528 2,640 3,528 人 ストック

1 公民館利用者数の増加 ①② 36,644 11,282 42,000 人 フロー

2
市民が講師を務める自発的な講座の増
加

①② 45 40 70 講座 フロー

3 女性や青年が集う団体活動の増加 ①② 2 0 7 団体 ストック

4 児童一人当たり年間図書貸出数の増加 ②③ 26.5 20.7 27.0 冊 フロー ○

5 市民一人当たり年間図書貸出数の増加 ②③ 7.54 5.67 7.70 冊 フロー

ア
市内で開催される生涯学習講座や公民
館講座等に参加している市民の割合

-
20.8

（Ｈ27）
15.7 - ％ -

概ね適正な評価が
行われている

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

（１）確かな学力と豊か
な心をもった「郡上人」
を育てます

高い志をもち、感謝の心
と不屈の精神でひたむ
きに努力する「凌霜精
神」＝「郡上魂」を継承
する「郡上人」を育てま
す

①学校教育の充実
②安心して学べる教育環
境づくり
③青少年の健全育成

学校教育課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

　スポーツ庁が定めた第二期スポーツ基本計画では、スポーツとは
「身体を動かすという人間の本源的な欲求に応え、精神的充足をも
たらすもの」と定義され、実際に「する」スポーツのほか、スポーツ観
戦のように「みる」ことや、選手などを応援し「ささえる」こともスポーツ
の意義とされている。郡上市では、教育方針に基づき「１市民１ス
ポーツの推進」を目標に掲げ、様々な立場でスポーツに関与する市
民が増え、心身ともに健康で暮らしながら、スポーツによるつながりを
活かしたまちの姿を将来像として描いている。これらの視点に立って
市の評価をみると、スポーツイベントへの参加者やスポーツ施設の
利用者の増加から、スポーツ人口の裾野は広がっていること、また、
合宿などによるスポーツ交流人口の増加により、スポーツを通じたま
ちの魅力を発信できていること、一方で、減少する競技スポーツ人
口を課題と受け止め、今後の展開として指導者育成や競技団体支
援等とともに、全国・国際レベル大会誘致を進め競技スポーツの魅
力向上を掲げていることから、外部評価委員として責任課の評価
は、概ね適正であると評価した。
　「観光立市郡上」実現のための取組みも含め、スポーツが果たす
役割は今後も拡大していくと考えられるが、市民の健康づくりや交流
のための「する」スポーツ活動がなおざりにならないよう、バランスを
持った取組みを推進されたい。

概ね適正な評価が
行われている

　変化の激しい社会の中で、強い意志やたくましい行動力を持った
人間形成を進めるためには基礎的な学力は重要であり、基礎学力
の向上と併せてふるさと学習を進めることが、郷土への愛着や誇りを
高め、目指す姿に掲げる「凌霜精神」を持つ「郡上人」を育てることに
つながると考えられる。このような視点に立って市の評価を見ると、
郡上市の小中学校の児童生徒の成績が全国平均を上回っているこ
とや、人的、財政的な制約がある中においても工夫をしながらソフト
面の施策を着実に進捗させていること、一方で安全を確保するため
の環境整備を課題と捉えていることなどから、責任課の評価は概ね
適正であると考えらえる。
　一連の評価の中で憂慮することは、全国調査において「将来の夢
や希望がある」と答えた子どもの割合が全国平均を下回っていること
である。これらの結果を受け止め、今後はまさに「郡上学」を通じて、
郡上に誇りを持ち将来の夢や希望を自分の力で切り開く子どもたちを
育む施策を講じられたい。

H30

（２）市民が地域文化に
触れる機会を広げます

市民の多様な文化活動
の発展と、歴史や文化
財の保護活用を進める
ことで、ふるさと郡上の
魅力を次世代へ継承す
ることが可能となる社会
を目指します

①文化活動の充実
②伝統文化・芸能の継承
支援
③文化財等の保護・活用

社会教育課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

Ｒ2

　基本方針に示す「市民が地域文化に触れる機会」を広げるため、
責任課は文芸祭を通じて芸能活動や文芸作品創作の機会を創出
し、発表や展示等の場を提供している。昨年度はコロナ禍の影響に
より発表等の機会が減るも、感染症対策を講じながら情報発信を進
めてきた。また、文化活動推進団体への支援による文化事業の継
続や、歴史・文化芸能・文化財の調査活動や保護・保存活動など次
世代継承への取組みが実施されているという実態を確認することが
できた。これらの活動実績や成果をもとに、市は目指す姿に向けて
概ね順調であると評価している。一方で、市民アンケート調査の「日
頃から文化・芸術活動に参加する市民の割合」の結果は、下降の一
途をたどっており、文化活動等に関わらない市民が増えている傾向
を示しているにも関わらず、具体的な取組みや対策が調書からは読
み取れないなど課題も見受けられる。
　外部評価委員会としては、このような実態と責任課の評価、また、
コロナ禍において活動も制限されるなかで、既存の施策を推進してい
る市の取組みを総合的に確認し、市が行った評価は概ね適正であ
ると評価した。
　この分野は、文化全般を対象としており、歴史・文化の保存や継承
の観点では当然、市の支援は必要であるが、必ずしも古い文化のみ
に固執してはいけないと感じる。地域文化や伝統文化には継承する
文化もあれば、若者などが自分たちで新たに創る文化という形もあ
り、人それぞれで捉え方や観点、理解等も変わってくる。このため、
市民が日頃から思う文化・芸術活動の観点について整理、分析のう
え、市としても何を重要視し、どのように市民（特に子どもたち）に伝え
ていくか、文化における多様性も考察しながら、施策を推進された
い。

R3

（３）生涯スポーツ活動
を推進します

スポーツに親しむ市民
が増加することにより、
健康で活力あるまちづく
りを目指します

①生涯スポーツの振興
②スポーツによる地域づく
りの推進
③スポーツ活動支援の推
進

スポーツ振興課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

R1

（４）生涯学習の充実を
図り地域を担う人材育
成の機会を広げます

公民館を中心とした学
びの場へ参加する市民
が増え、その成果を活
かしながら地域で活躍
する市民が増加すること
で、市民相互が学び合
い、つながりあう地域と
なることを目指します

①公民館活動の充実
②生涯学習の拡充
③読書活動の推進

社会教育課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

一部適正な評価が
行われていない

　責任課は、公民館活動における「学び」の入り口であり、学びを通じ
て「つながり」を広げる場である生涯学習講座の推進によって、そこか
ら知識や技術を得た受講者が講師となり、次の学習活動に生かすこ
とを目的とした「市民アイデア講座」の定着を一定の成果と捉え、目
指す姿に向けて概ね順調と評価している。一方で、若年層の生涯学
習活動への関心や意欲が低く、読書活動向上の有効策が見いだせ
ない現状を、今後一層の努力が必要な部分としている。
　こうした市の評価は、講座や読書活動においては、指標の動向か
ら、あるいは市民感覚として理解することができる。しかしながら、女
性や青年が集う団体活動の活発化に向けた取組みに関して、責任
課の説明は、社会教育団体としての「女性の会」や「青年団」を増加
させることに終始しており、外部評価委員会としては総合的な判断の
もと、この部分に関する所見も含め、市の評価には一部適正でない
部分があるものと判断した。
　地域づくりや社会課題解決に向けた活動を行う団体が多様化する
現在において、女性や若者に特化した団体活動のみを推進しようと
する認識は、人材育成や担い手育成の観点から、必ずしも効果的と
は言えないと考えられる。むしろ、既存団体それぞれの特徴を連携さ
せ、まさに協働によってつながり合う地域づくりを進める視点が重要
である。今後の公民館活動や生涯学習活動においては、こうしたこと
を一つの例として、学びと地域づくりの連携や、新たな社会環境下で
の学びのあり方など、これまでの既成概念にとらわれることのない施
策や事業展開を実施されたい。

第４分野

香り高い地域文化
と心豊かな人を育
むまち

『教育・文化・人づ
くり』

－　4　－ 



第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

1 郡上に誇りを感じる市民の割合の増加 ① 53.9 54.0 66.0 ％ ー

2
20～40歳代の郡上学への参加率の増
加

① 13.2 - 20.0 ％ ー

3
市内で行われる郡上かるた大会の開催
数の増加

①② 7 - 12 回 フロー

4
地域行事に参加した児童の割合の増加
（小学６年生）

② 59.0 - 65.0 ％ ー ○

5
地域行事に参加した生徒の割合の増加
（中学３年生）

② 24.0 - 30.0 ％ ー ○

目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　郡上学を推進する手段の一つである「郡上かるた」は、小中学生を
中心として継続的に取り組まれている。これは、目指す姿である「地
域の伝統や文化、歴史が後継者に継承」されるための第一歩として
「郡上を知る」機会が拡充されていると捉えることができ、一定の成
果が現れていると考えられる。一方で、特に若い世代をはじめ市民
全般に郡上学が浸透しているとは考えにくいことから、課題として解
決していく必要がある。これらのことを総合すると、現段階における責
任課の評価は妥当であり、概ね適正であると評価できる。
　但し、評価結果を踏まえた今後の展開に積極性が感じられず、特
に「総合的な郡上学の推進」施策においては、講座の実施以外に方
策が検討されていないことから、課題解決の具体的な手法について
乏しいと言わざるを得ない。目指す姿を実現するために、「知る」こと
から「実践する」ための取組みを増やし、その中で既に郡上学を学ん
だ「実践者」の積極的な活用に努められたい。

Ｈ29

第４分野

香り高い地域文化
と心豊かな人を育
むまち

『教育・文化・人づ
くり』

（５）郡上のこれまでと今
を学び、郡上のこれから
を考え行動する「郡上
学」を推進します

地域の伝統や文化、歴
史が後継者に伝承さ
れ、地域づくり活動も盛
んに行なわれています。
また、次代を担う子ども
たちが郡上に住み続け
たいという思いを持ち、
郡上を離れたとしても郡
上を思う心を持ち続けて
います。

①総合的な郡上学の推進
②「子どものための郡上
学」の実践

政策推進課 Ｂ

－　5　－ 



第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1
地域振興計画を作成した自治会数の増
加

① 42 53 54 自治会 ストック

2
郡上市市民活動連絡協議会加入団体
数の増加

② 33 29 39 団体 ストック

3
「GOOD郡上プロジェクト」への提案数の
増加

②③ 79 141 109 件 フロー

1 人権侵害の被害者意識の減少 ①
11.1

（H27）
10.5 9.0 ％ ー

2
支援を要する児童ケースのうち翌年度
改善がみられたケースの割合の増加

① 0 30.8 30.0 ％ ー

3
男女の権利が平等であると感じる市民の
割合の増加

②
31.8

（H27）
29.6 40.0 ％ ー

4
国際友好協会会員及びボランティア数
の増加

③ 135 117 150 人 ストック

5
審議会等における女性委員の登用率の
増加

② 35.5 34.2 40.0 ％ ー

6
DVの内容を理解している人の割合の増
加

①
82.5

（H27）
88.3 85.0 ％ ー

1 郡上市への定住者数の増加 ① 18 745 120 人 ストック ○

2 郡上市への移住相談件数の増加 ① 160 1142 1,200 件 ストック ○

3
郡上ファンクラブ「ふるさと郡上会」の会
員数の増加

① 198 216 300 人 ストック

4 東京郡上人会の会員数の増加 ② 82 252 250 人 ストック

5
市内のフィールドワークに参加した学生
数の増加

③ 82 6 120 人 フロー

6
「GOOD郡上プロジェクト」への提案数の
増加【再掲】

③ 79 141 109 件 フロー

7 自治体間交流事業の実施件数の増加 ④ 23 10 25 件 フロー

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

（１）市民主体のまちづく
りを支援します

自分たちの住むまちを
もっと良くしようという流
れが生まれ、郡上市全
体や身近な地域を将来
どのようにしていきたい
かを考える市民が増え、
それを実現するための
市民協働によるまちづく
り活動が活発に行われ
ています

①住民自治の推進
②市民協働の推進
③市民活動の活性化

政策推進課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

（２）誰もが尊重される地
域社会を形成します

年齢、性別、国籍、障が
いの有無などによる差
別がなく、家庭、職場や
学校、地域などあらゆる
場面において、それぞ
れの個性と能力を十二
分に発揮して活動し、誰
もがその人らしくいきいき
と暮らしています

①人権の意識の高揚
②男女共同参画の推進
③多文化共生の推進

企画課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

政策推進課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

　市民のアイデアが形になり、市民や企業、学校等が連携して創りあ
げるGOOD郡上プロジェクトのようなまちづくりの取組みは、市民が楽し
みながら活発に行われている様子が伺われる。移住においては、郡
上市への移住者の声を外に発信して郡上への移住の魅力を伝える
取組み、定住においては定住者の仕事の相談や地域に深く関わるこ
とのできる支援などを行っており、交流や連携に基づくまちづくりが活
発に行われる様子がみえるため、概ね適正な評価が行われていると
評価した。
　但し、取組内容が良いものであっても、施策などを意識しないまま
事業を実施し、結果として成果が得られたという展開が見られる部
分もあるので、今後はより目指す姿を意識しながら施策を組み立て、
事業展開を考えて取り組んでいただきたい。

概ね適正な評価が
行われている

　目指す姿を達成するために、住民自治の推進、市民協働の推進、
市民活動の活性化という３つの施策に取り組んでいる。この分野は
成果が見えにくい分野であるが、住民自治については、地域ごとの個
別課題に対して計画的に取り組む団体（自治会）の状況から、徐々
にではあるがコミュニティごとの主体性が醸成されていると考えられ
る。また、まちづくりに対して市民からの提案が増えている実態から、
まちを良くしようという積極的な市民が増加していることが推察され、
これらの提案に基づき市と市民が協働して実現していく取組みも具
現化してきていることから、市民協働、市民活動についても一定の成
果が認められると考えられる。したがって、責任課の評価は妥当であ
り、概ね適正な評価が行われていると評価できる。
　しかしながら、市が考える「市民協働」の理念が、市と市民の間で
共通理解できているか、また、それ以前に「市民協働」というものが
市民にどれだけ認知されているかが不明であり、今後の展開としては
市民協働センターの意義や役割について、今一度検証していただき
たい。

概ね適正な評価が
行われている

40.0 ％ ー

　責任課は、基本方針に示す「誰もが尊重される地域社会」の実現
に向け、人権意識や男女共同参画推進の啓発・周知活動の取組成
果として、人権侵害の被害意識の減少、男女の権利を平等と感じる
市民割合の向上などから市民の理解が少しずつ進んでいると認識し
ている。また、多文化共生の推進においては、新たな試みとして日本
語ボランティアの養成講座を開催し、多くの市民参加が得られたこと
から、これからの国際交流活動の推進に更なる支援が期待できるな
ど、これらの取組みが一定の進捗を見せていると捉え、目指す姿に
向けて概ね順調であると評価している。一方で、これらの取組みはす
ぐに成果として現れるものではなく、また社会情勢等の影響により意
識変動を受けやすい面もあることから、引き続き啓発活動等に取組
んでいく必要があると認識している。
　外部評価委員会としては、このような実態と責任課の評価は、説
明からも理解できるものであり、総合的に確認し、市が行った評価は
概ね適正であると評価した。
　本分野における取組みそのものは適正だと思うが、社会の見方や
価値観が変化してきている現代において、市として改めてそれぞれ
の概念を捉え直し、様々な観点で目的や手段を整理したうえで施策
を推進していく必要がある。また、この分野は施策の幅が広く、内容
も多岐にわたることから関係機関相互の連携のもと、意識の高揚に
向けた取組みと人権侵害など被害者への支援や受入れ体制の充
実の両面で施策を推進されたい。

R3

H29

第５分野

市民と行政が協
働でつくるまち

『自治・まちづくり』

4
地域づくり活動、ボランティア、ＮＰＯに参
加している又は参加したいと思う市民の
割合の増加

③ 36.2 33.6

Ｈ30

（３）交流・連携によるま
ちづくりを推進します

交流・連携により、交
流・移住・定住人口が増
加し、まちづくりが活発に
行われることで、郡上市
の魅力が増し、更なる交
流・移住・定住人口の増
加につながるサイクルの
創出を目指します

①移住・定住の推進
②都市交流の推進
③教育機関等と連携した
まちづくりの推進
④自治体交流の推進
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第２次郡上市総合計画前期基本計画（平成28年度～令和2年度）＿郡上市行政点検外部評価結果一覧表

基本目標
基本方針
（目的）

目指す姿
（目標）

施策
（方策）

責任課
外部評価
実施年度

関連施策
現状値
（H26）

実績値
（R2）

目標値
（R2）

単位
ストック
フローの別

総合
戦略
KPI

1
市民サービスに関する説明に不安を感じ
ず、内容を理解できる市民の増加

①
88.8

（H27）
82.1 95.0 ％ ー

2
証明書の時間外（休日・夜間）交付制度
の認知度の向上

① - ー 80.0 ％ ー

3 広報活動に対する市民満足度の向上 ②
67.9

（H27）
79.0 70.0 ％ ー

4 市政懇談会等への参加人数の増加 ②
535

（H27）
126 640 人 フロー

5 セキュリティインシデント発生の抑止 ③
0

（H27）
0 0 件 フロー

1 派遣研修を受講した職員数の維持 ①② 290 309 300 人 フロー

2
定員適正化計画に基づく職員定数の削
減

①② 891 847 862 人 ストック

3 市債残高の減少 ③④ 387 313 311 億円 ストック

4 実質公債費比率の抑制（16％未満） ③④ 15.0 12.4 15.4 ％ ー

5
民間譲渡、集約化、複合化等を行った
公共施設数の増加

③④ - 15 24 施設 ストック

6 市税収納率の向上 ③
92.59
（Ｈ27）

94.25 93.33 ％ ー

（１）市民にとって開かれ
た身近な市役所を目指
します

個人情報の適正な管理
のもと、親切で分かりや
すい窓口対応ができると
ともに、欲しい情報が容
易に素早く手に入れら
れる、信頼され身近に
感じられる市役所を目
指します

①市民サービスの向上
②広報・広聴活動の推進
③市民情報の適正管理の
徹底

市民課 Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

Ｂ
目指す姿に向けて順
調であるが、一部努力
を要する

概ね適正な評価が
行われている

責任課による一次点検
（内部評価）の総合評価

外部評価による二次点検の評価
（一次点検結果に対する妥当性の評価・概要）

成果指標名
（目指す成果）

第７分野

健全な行財政運
営を実行するまち

『行財政運営』

　この分野は、総合計画に基づくまちづくりを推進する上で礎となる
財政と、市の施策や事務事業を推進する職員、また、施策を展開す
るための公共施設等を含めた市民の財産など、市政を運営する上
での基盤を担っている。目指す姿として掲げる「限られた行政資源の
中での工夫」「成果の追求」「持続的サービスの提供」に対して、責任
課や所管課の取組みとその成果を鑑みると、職員の定数や資質向
上への取組状況、また、財政上の諸指標の結果と動向は、概ね順
調であると判断できる。　　調書の「成果指標等を踏まえた評価及び
その理由」においても、計画的な職員定数の適正化や職員研修へ
の積極的な参加、ふるさと寄附の増加による財源確保など、これら
の成果に関連する市の取組みと考えが述べられており、総体的に妥
当な評価といえる。これらのことから、外部評価委員として市の評価
は、概ね適正であると評価した。
　合併以来の課題である公共施設等の適正な管理については、道
半ばであると思うが、将来の市の行財政運営において大きな影響を
与える取組みであることから、策定中の適正配置計画をしっかり作り
上げるとともに、策定後においては丁寧かつ着実に推進されたい。

Ｒ1

概ね適正な評価が
行われている

　基本方針に示す「市民にとって開かれた身近な市役所」であるた
めには、「市民から信頼される市役所」となることが不可欠である。そ
のためには、目指す姿に掲げるように、迅速で丁寧かつ親切な職員
の対応のもと、市と市民等が同じ情報を認識し、市民の意見が市政
へ反映される場が必要である。また、市民等の情報がしっかり管理さ
れ漏洩しないことは、当然の要件である。
こうした観点から各種取組みや成果を見ると、従前の広報紙やホー
ムページなどに加え、ＳＮＳなど多様な媒体による広報活動が充実
し、広報活動の市民満足度が向上している実態、幅広い世代を対
象として広聴機会が充実しつつある状況、市民情報が確実に保全さ
れているという実態を確認することができた。これらの実績と成果をも
とに、概ね順調に施策が推進されているとした市の評価は、「開かれ
た市役所」としては妥当であることから、外部評価委員会では概ね適
正と評価した。
　その一方で、評価調書や責任課の説明からは、複数の窓口におけ
る連携や、窓口サービスを中心とした市民サービス向上の具体策が
明確には確認できず、職員の対応に不安を感じさせないような「身
近な市役所」の部分の取組みに関しては、今後努力が必要であると
考える。
　「信頼される市役所」の存在は、市民の生活にとって非常に重要で
あり、とりわけウィズコロナの時代にあっては、一層市民の拠り所にな
ると考えられる。今後、市民サービスのあり方を見直すにあたり、職
員配置や既存の取組みだけではなく、各種媒体により発信される情
報と実際に市役所が提供するサービスの印象の一致が重要であり、
より市民の満足度が向上するよう、オフラインとオンラインの両面で
様々な施策の連携を実施されたい。

Ｒ2

（２）成果を重視する効
率的かつ効果的な行財
政運営を図ります

限られた行政資源（ヒト・
モノ・カネ）の中で、常に
工夫しながら成果を追
求し、市民にとって必要
なサービスが持続的に
提供されています

①職員の意識改革と人材
育成の推進
②組織機構改革・職員定
数適正化
③堅実な行財政運営
④公共施設等の適正な管
理

企画課
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